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(Matsukura and Tanaka, 1983). これら
の結果を第7図に示した. F-1では自然含水比
の場合，粘着力 c=0.1049 kgf/cm2, 内部摩
擦角 ¢=35.0° であった．飽和状態では
c=0.0517 kgf/cm2, ¢=22.7° となった. F-
2では自然含水比で c=0.1956 kgf/cm2, ¢ 
=58.4゜ ，飽和状態でc=0.2125 kgf/cm2, ¢ 

























and DeLory (I 957)の無限長斜面の安定解析を用
いることにする．安全率Fsは次式で与えられる
ここで， c: 粘着力， y: 土の単位体積重量，
y,: 水の単位体積重量 (=l.0 g/cmり， Z:崩壊


















C q, z ゜ y (kgf/cmり （゜） (cm) (°) (g/crnりF-1(自然含水比） 0.1049 35.0 100 33.9 1.14 
F-1(飽和） 0.0517 22.7 100 33.9 1.71 
F-2(基盤岩・ 0.1956 58.4 100 30.7 0.94 
自然含水比）
F-2(基盤岩•飽和） 0.2125 52.4 90 30.7 1.58 
F-2(泥流堆積物 0.1049 35.0 90 30.7 0.94 
• 自然含水比）
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